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Fujitsu クラウドストレージ
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電子帳簿保存法対応機能リリース

株式会社富士通四国インフォテック（本社：香川県高松市、代表取締役社長：竹井真素夫）は、電子帳簿保存

法 電子取引保存に対応した「Fujitsu クラウドストレージ Documal-Drive SaaS（以下、Documal-

Drive)」を2023年11月1日より提供開始いたします。

Documal-Driveは、文書管理システム開発で30年にわたり培ってきた文書管理ならではのノウハウをもりこみ、電子

帳簿保存法へ対応しました。2024年1月から義務化される電子取引保存に向けて、お客様の電子データ保管と税務

調査対応など、法律に則った業務を強力にサポートします。

１．概要

電子帳簿保存法とは、各税法で原則紙での保存が義務づけられている国税関係帳簿書類について、一定の要件を満たした上で電磁的記録（電

子データ）による保存を可能とすること 及び 電子的に授受した取引情報の保存義務等を定めた法律です。

特に電子取引の保存は、2024年1月より義務付けられており、電子データで授受した取引情報(*1)は電子データのまま保存しなければなりません。

Documal-Driveは、この電子取引の保存先として、お客様の電子帳簿保存法に則った業務を強力にサポートします。

また、JIIMA認証（電子取引ソフト法的要件認証）の取得を予定しています。

・Documal-Driveに登録すると、電子帳簿保存法に則った運用が自然に定着します。

・国税庁の税務調査も円滑に進みます。

２．特徴

（１）電子取引データの保存に対応

電子帳簿保存法の電子取引に対応しています。

取引先と授受した電子データを、Documal-Drive上の指定したフォルダにドラッグ＆ドロップで簡単にアップロードできます。

また取引年月日、取引金額、取引先等は属性情報として電子データとあわせて登録できます。この属性情報を登録することで、該当の電子データを

効率よく探すことができます。

（２）国税庁の税務調査をスムーズに実現

税務職員から、取引情報の提示または提出の求めがあった場合、Documal-Driveの属性検索画面で条件を指定し、該当の電子データをその場

で表示します。

検索条件には、Documal-Driveに登録した各属性（取引年月日や取引金額、取引先等）も指定できます。

税務職員のダウンロードの求めに応じて、検索結果（各属性や電子データ）は、パソコンに一括ダウンロードできます。

* 開発中につき画面はイメージです。予告なく変わる場合がございます。
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本件に関するお問い合わせ先

株式会社 富士通四国インフォテック ソーシャルソリューション部

電話：082-207-0376

e-mail：documal@cs.jp.fujitsu.com

３．このようなお客様へお勧めします

・電子メールやWEBを介してやりとりした国税関係書類（電子データ）の保存先がない

・国税関係書類を発行した業務システムで、電子データの保存の仕組みがない

・電子データの保存先が書類保存期限までに容量不足 となってしまう

Documal-Driveに登録すると、電子帳簿保存法の要件に従って、ルールに則った運用が自然に定着します。

４．価格

（１） 一括費用

品名 販売価格

Documal-Drive SaaS パブリック 導入サービス 100,000円 (必須)

品名 販売価格

Documal-Drive SaaS パブリック 基本サービス 10,000円（必須）

Documal-Drive SaaS パブリック １ユーザ追加オプション 250円

Documal-Drive SaaS パブリック １０ＧＢ追加オプション 5,000円

（２） 月額費用

５．商標について

Documalは株式会社富士通四国インフォテックの登録商標です。

６．関連リンク

Documal-Drive SaaS ホームページ

https://www.fujitsu.com/jp/fsit/documal-drive/

７．注釈

（*1）：取引情報

・ 電子メールにより契約書や請求書等を授受（添付ファイルによる場合を含む）

・ EDI取引

・ インターネット等による取引

・ インターネット上にサイトを設け、当該サイトを通じて取引情報を授受する取引等

教育などご要望に応じて、別途お見積も可能です。
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